
様式２－１－１

１.年度別の計画及び取組状況
年度別の事業計画（上欄︓研究科等の設置等及びその準備（設置認可申請等）、下欄︓教育環境の整備（施設整備、教員採⽤等）、教育活動の充実等の取組）と取組状況及び⾃⼰評価を記載してください。
当初計画から変更⼜は追加した取組がある場合は「取組状況」に取組を⾚字で記載してください。また、計画変更申請をした場合は「取組状況」に承認⽇を⾚字で記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある等、⾃⼰評価が下位2つの場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

R5年度⾃⼰
評価

R6年度⾃⼰
評価

R7年度⾃⼰
評価

R8年度⾃⼰
評価

R9年度⾃⼰
評価

R10年度⾃
⼰評価

R11年度⾃
⼰評価

令和11年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R11年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④4⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の効果検証
⑤5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑥5⽉〜　⾃⼰点検評価に基づく新コース教育課程の⾒直し
⑦10⽉〜　R12年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑨3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和10年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R10年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　新コース教育課程のアップデートの検討
⑥5⽉〜　先端デジタル技術を⽤いた教育設備導⼊
⑦5⽉〜　施設整備の維持管理計画の実⾏
⑧6⽉　　コースに対する⾃⼰点検実施（国⽴⼤学法⼈評価（第4期終了時評価）と併せて実施する）
⑨10⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の効果検証
⑩10⽉〜　R11年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑪2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑫3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和9年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R9年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥5⽉〜　先端デジタル技術を⽤いた教育設備導⼊計画の⽴案
⑦5⽉〜　施設整備の維持管理の計画を⽴案
⑧7⽉〜　企業アンケートを実施（修了⽣を採⽤した企業に対して、学⽣の質等をアンケート調査する）
⑨7⽉〜　卒業⽣アンケートを実施（修了⽣に対して、教育、研究、学⽣⽣活等に関するアンケート調査をする）
⑩10⽉〜　R10年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑪2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑫3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和8年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R8年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥6⽉　　コースに対する⾃⼰点検実施（国⽴⼤学法⼈評価（4年⽬終了時評価）と併せて実施する）
⑦10⽉〜　R9年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑨3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和7年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

　
①4⽉〜　R7年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥5⽉〜　施設整備の維持管理計画の実⾏
⑦10⽉〜　R8年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑨3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和6年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞

４⽉　⼯学研究科情報電⼦⼯学系専攻（博⼠前期課程）１５⼈増員予定（⼊学定員８２⼈）

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞

４⽉　⼯学研究科情報電⼦⼯学系専攻（博⼠前期課程）１５⼈増員（⼊学定員８２⼈）
【３】計画を⼗分に実施している。

①4⽉〜　R6年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥5⽉〜　施設整備の維持管理の計画を⽴案
⑦10⽉〜　R7年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施

①4⽉〜　R6年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥5⽉〜　施設整備の維持管理の計画を⽴案
⑦10⽉〜　R7年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施

事業期間 事業計画 取組状況 ⾃⼰評価、課題（理由）とその対応

令和5年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠６７⼈＞
⼯学研究科情報電⼦⼯学系専攻（博⼠前期課程）⼊学定員６７⼈

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠６７⼈＞
⼯学研究科情報電⼦⼯学系専攻（博⼠前期課程）⼊学定員６７⼈ 【３】計画を⼗分に実施している。

計画どおりに取り組んだが、⾼専専攻科や他⼤学を対象とした新コース説明会について、訪問先の繁忙期等と重なったことか
ら、当初予定の7⽉から10⽉に変更となった。

①5⽉　　共創情報学コース進学の広報活動を開始
②5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
③6⽉　　⼊学試験（推薦⼊試）を実施
④7⽉　　⾼専専攻科や他⼤学を対象とした新コース説明会実施
⑤8⽉　　⼊学試験（⼀般選抜）を実施
⑥8⽉〜　企業、⾃治体、他⼤学等との連携体制を構築
⑦9⽉〜　R6年度以降の授業計画の⽴案
⑧9⽉〜　R6年度以降の本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の検討
⑨9⽉〜　R6年度以降の本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の検討
⑩2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施

①5⽉　　共創情報学コース進学の広報活動を開始
②5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
③6⽉　　⼊学試験（推薦⼊試）を実施
④10⽉　　⾼専専攻科や他⼤学を対象とした新コース説明会実施
⑤8⽉　　⼊学試験（⼀般選抜）を実施
⑥8⽉〜　企業、⾃治体、他⼤学等との連携体制を構築
⑦9⽉〜　R6年度以降の授業計画の⽴案
⑧9⽉〜　R6年度以降の本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の検討
⑨9⽉〜　R6年度以降の本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の検討
⑩2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施

室蘭⼯業⼤学⼤学院「情報」×「専⾨」＝未来への価値づくり
学校種 ⼤学 都道府県 北海道
⼤学名 室蘭⼯業⼤学 設置区分 国⽴

事業計画名

⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（⽀援２︓⾼度情報専⾨⼈材の確保に向けた機能強化に係る⽀援）
【⼤学　⼀般枠、特例枠】実施状況報告書

選定年度 令和5年度 学校コード F101110100038 改組内容 研究科等の設置・増員（⼀般枠）



R12年度⾃
⼰評価

R13年度⾃
⼰評価

R14年度⾃
⼰評価

令和14年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R14年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥10⽉〜　R15年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑦2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑧3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和13年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R13年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動の強化
⑥5⽉〜　施設整備の維持管理計画の実⾏
⑦10⽉〜　R14年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑧2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑨3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）

令和12年度

【情報系組織の⼊学定員】＜修⼠８２⼈＞
リストから選択してください。

①4⽉〜　R12年度授業の実施（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の招聘⼿続きなどを含む ）
②4⽉〜　本学学部の⾮情報系コース等の情報教育⽀援の実施
③4⽉〜　本学博⼠後期課程のさらなる⾼度情報⼈材育成⽀援の実施
④5⽉〜　持続的な志願者確保に向けた取組みの検討と実施
⑤5⽉〜　⾒直しした⾼校⽣を始めとした学部進学希望者に対する⼤学院進学に関する広報活動
⑥5⽉〜　施設整備の維持管理の計画を⽴案
⑦7⽉〜　企業アンケートを実施（修了⽣を採⽤した企業に対して、学⽣の質等をアンケート調査する）
⑧7⽉〜　卒業⽣アンケートを実施（修了⽣に対して、教育、研究、学⽣⽣活等に関するアンケート調査をする）
⑨10⽉〜　R13年度以降の授業計画の⽴案（外部講師（⽇本⼈・外国⼈を含む）の検討など）
⑩2⽉〜　⼤学院⼊学前教育の実施
⑪3⽉　　修了予定者アンケートを実施（カリキュラム編成、PBL教育等の教育⽅法の改善、教育環境の改善等をアンケート
調査する）



様式２－２－１

２.申請資格の確認
該当しない場合は、チェックしてください。

ⅰ） 学⽣募集停⽌中の⼤学
■ チェック

ⅱ） 学校教育法第109条の規定に基づき⽂部科学⼤⾂の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている⼤学
■ チェック

ⅲ） 「私⽴⼤学等経常費補助⾦」において、定員の充⾜状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付⼜は減額の措置を受けた⼤学
■ チェック

ⅳ） 設置計画履⾏状況等調査において、「指摘事項（法令違反）」が付されている⼤学
■ チェック

ⅴ） ⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準（平成15年⽂部科学省告⽰第45号）第２条第１号⼜は第２号のいずれかに該当する者が設置する⼤学
■ チェック

３.申請要件の取組状況
令和5年度 の取組が当初の計画通りに進んでいる、⼜はチェック項⽬に該当する場合はチェックしてください。計画通りに進んでいない、⼜はチェック項⽬に該当しない場合は右欄に課題（理由）とその対応を記載してください。

①

■ チェック

□ チェック

②

■ チェック

③

■ チェック

④

■ チェック

⑤

■ チェック

⑥

■ チェック

⑦

■ チェック

⑧

■ チェック

⑨

■ チェック

⑩

■ チェック

⑪

■ チェック

⑫

■ チェック

⑬

□ チェック

■ チェック認定を受ける計画が進んでいる

教員の確保・配置状況等を踏まえた実現可能性の⾼い計画になっていること。

計画通りに進んでいる

⽂部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「応⽤基礎レベル」
について、⼤学⼜は計画の対象となる学部若しくは計画の対象となる研究科に関連する主な学部が認定
を受けている、⼜は認定を受ける計画があること。なお、学部を置かない⼤学で、本認定制度の対象に該
当しないものについては、本要件は適⽤されない。

認定を受けている、⼜は対象に該当しない

計画の対象となる研究科等の設置等において、⼤学院修⼠課程（博⼠前期課程を含む。）15名以上
⼜は⼤学院博⼠課程（博⼠後期課程を含む。）５名以上の⼊学定員の増員を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

国⽴⼤学について、⼤学全体の収容定員の増員を伴う学部定員の増員を⾏う場合は、国⽴⼤学法⼈の
第５期中期⽬標期間終了時までに他学部・他学科を中⼼に同規模の定員減を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる、⼜は対象に該当しない

教育の実績を有する既設の情報系分野に係る研究科、専攻（授与する学位が、学位種類分野変更基
準に定める理学関係、⼯学関係⼜は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有す
る⼤学において、⾼度情報専⾨⼈材を育成する計画であること。（⼤学（特例枠）については、既設の
情報系分野に係る学部、学科（授与する学位が、学位種類分野変更基準に定める理学関係、⼯学関
係⼜は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有する⼤学とする。）

既設の情報系分野に係る研究科等を有する

機構による事業計画の選定があった⽇から２年を経過する⽇を含む年度の末⽇までに、計画の対象となる
研究科等の設置等を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうち情報系分野に係る研究科、専攻、コース等の設置・増員（研究科、専攻の定員の
増員を伴わないものを含む。）、専攻に係る課程の変更（研究科、専攻、コース等の設置・増員及び専
攻に係る課程の変更に伴う学部、学科、コース等の設置・増員（学部、学科の定員の増員を伴わないも
のを含む。）を含む。）（以下「研究科等の設置等」という。）による体制強化の計画であること。なお、
コース等の設置・増員による体制強化の場合は、学則において、コース等の募集⼈員数を明記する計画で
あること。

計画通りに進んでいる

社会において具体的な⼈材ニーズが現に存在する、⼜は、その⼗分な⾒通しのある分野に係る研究科等
の設置等の取組であること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうちデジタル分野の⼈材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環
境の整備を図る計画となっていること。

計画通りに進んでいる

計画の対象となる研究科・専攻等において、実務経験のある教員等による授業科⽬を配置する計画と
なっていること。

計画通りに進んでいる

対象に該当しない

志願者数の状況や⼊学定員及び収容定員充⾜率等を踏まえた⼗分な学⽣確保の⾒通しを備えた計画
となっていること。

計画通りに進んでいる

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修⽬標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び⼤学
での学修に必要な資質・能⼒等を評価する⼊学者選抜が適切に実施され、そのための体制を構築する計
画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活⽤するなど出⼝における質保証にも⼗分留
意することが重要。）

計画通りに進んでいる

該当無し

該当無し

該当無し

⾼等教育の修学⽀援新制度において、⼤学等における修学の⽀援に関する法律（令和元年法律第８
号）に基づき、財務状況や収容定員充⾜率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた
⼤学であること。なお、学部を置かない⼤学や新設予定の⼤学で、応募時点において、⾼等教育の修学
⽀援新制度における要件確認の対象に該当しないものは、本要件は適⽤されない。

確認を受けている

該当無し

フォローアップ対象年度 令和5年度 ⼤学名 室蘭⼯業⼤学

該当無し



フォローアップ対象年度 令和5年度 ⼤学名 室蘭⼯業⼤学

⑭

■ チェック

４.審査要項における確認項⽬の計画及び取組状況
令和5年度  の取組実績及び申請時の計画を記載してください。取組実績は会社名や⼤学名、定量的なデータ等を⽰し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

① 地域において⾃治体や企業等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

② 初等中等教育段階の学校との連携に関する取組を⾏う計画となっているか。

③ ⼥⼦学⽣、社会⼈学⽣、留学⽣等の確保に向けた特⾊ある取組を⾏う計画となっているか。

④ 他の⼤学（外国⼤学を含む。）・⾼等専⾨学校等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

北海道・東北エリアの連携⼤学（公⽴はこだて未来⼤学・岩⼿県⽴⼤学・会津⼤学）とグループを組
み、成⻑分野を⽀える情報技術⼈材の育成拠点の形成としてenPiT教育を実施している。また、札幌医
科⼤学と医⼯デジタル連携を研究レベルで⾏っており、今後、⼤学院博⼠前期課程の教育に落とし込んで
いく計画としている。
このほか、本学はCOC+事業を主幹校として実施し、補助⾦終了後も地域PBL交流発表会などの他⼤
学や⾼専等との連携した⼈材育成を⾏っている。本事業においても、地域PBL交流発表会等に共創情報
学コースの学⽣も参加できるようにすることで⼈材育成を図るとともに、数理データサイエンス教育の実施に
より、他⼤学・⾼専にも横展開し、北海道地域における⾼度情報⼈材の育成及び輩出に本学が重要な
⼀翼を担う計画となっている。
また、本学は電気通信⼤学及び秋⽥県⽴⼤学とスーパー連携⼤学コンソーシアムの枠組みの中で⼤学院
⽣向けに3⼤学連携PBL科⽬を令和5年度から実施する予定であり、令和6年度から共創情報学コース
のカリキュラムに組み込む計画となっている。

○札幌医科⼤学と医⼯デジタル連携を研究レベルで⾏っており、今後、⼤学院博⼠前期課程の教育に落とし込んでい
く計画
　令和5年度は札幌医科⼤学と医⼯連携セミナー、ランチタイムセミナーを開催し、研究レベルでの連携を継続してきた。
令和6年度から共創情報学コースの⼤学院⽣が⼊学してくるのに伴い、札幌医科⼤学との医⼯連携研究のテーマを⼀
部、令和6年度からの共創情報学コース⼤学院⽣の修⼠論⽂テーマとすることを決めた。

○地域PBL交流発表会等に共創情報学コースの学⽣も参加できるようにすることで⼈材育成を図るとともに、数理デー
タサイエンス教育の実施により、他⼤学・⾼専にも横展開し、北海道地域における⾼度情報⼈材の育成及び輩出に本
学が重要な⼀翼を担う計画
　令和5年度に、令和6年度のPBL交流発表会において共創情報学コースのPBL受講学⽣も発表する計画とした。

○電気通信⼤学及び秋⽥県⽴⼤学とスーパー連携⼤学コンソーシアムの枠組みの中で⼤学院⽣向けに3⼤学連携
PBL科⽬を令和5年度から実施する予定であり、令和6年度から共創情報学コースのカリキュラムに組み込む計画
　令和5年度に3⼤学連携PBL科⽬を実施する体制を整えたが、当該年度は受講者がいなかった。令和6年度から共
創情報学コースのカリキュラムに科⽬名「連携⼤学院PBL」を組み込んだ。令和6年度以降、引き続き実施する予定で
ある。

　数理データサイエンス教育のリテラシーレベルと応⽤基礎レベルは、既に道内⾼専では⾃前で実施されており、他⼤
学においても多くの⼤学でリテラシーレベルが実践されている。北海道地域における⾼度情報⼈材の育成及び輩出は
リテラシーレベルでは本学が重要な⼀翼を担うまでもなく既に実現されている状況となっている。応⽤基礎レベルについ
て、本学は令和6年度に申請することが令和5年度に決定されている。他⼤学・⾼専への展開や連携について、令和
6年度の申請後に引き続き検討することとした。

⼥⼦学⽣のキャリア形成のためのランチタイムセミナーの実施、⼥性研究者や⼥⼦学⽣・卒業⽣の協⼒を
得た広告の充実等を着実に進めた結果、令和5年度には理⼯学部定員560名に対し、開学以来初めて
100名を越える⼥⼦の⼊学者を確保した。システム理化学科45名の⼥⼦学⽣の⼊学者のうち27⼈が情
報系コースの選択を希望している。⼥⼦学⽣の確保は⼥性の⾼度情報専⾨技術者の輩出に直接的につ
ながるものであり、さらに⼥⼦学⽣確保に向けた取組を推進する。社会⼈学⽣については、企業の推薦す
る⼈を対象とした「企業推薦型選抜」を実施し、本学の特⾊である夜間主コースに意欲ある学⽣を受⼊れ
ている。留学⽣についても、国費外国⼈留学⽣の優先配置を⾏う特別プログラムの利⽤や外国政府から
の奨学⾦を受けた学⽣を受⼊れる選抜、留学⽣向け動画コンテンツ作成などを実施し、意欲ある優秀な
学⽣を受⼊れている。
本取組においても上記活動を継続・拡充するとともに、多様な学⽣の受⼊れにも対応できるよう、新規に
雇⽤するコーディネーターが中⼼となって、多様性のある学⽣に対して、それぞれに応じた情報教育を提供
できるカスタムメイド型の教育体制を構築する計画としている。

○⼥⼦学⽣確保に向けた取組の推進
　令和7年度⼊学者選抜（令和6年度実施）から、総合型選抜（昼間コース）ⅠとⅡにおいて、⼥⼦を対象とする
「⼥⼦枠」を創設することを決定した。募集⼈数は、総合型選抜Ⅰが10名（創造⼯学科︓6名、システム理化学科︓
4名）、総合型選抜Ⅱが5名（創造⼯学科︓3名、システム理化学科︓2名）の合計15名である。男⼦⽣徒が志願
できる枠を、「⼀般枠」とし、⼥⼦⽣徒は希望により⼀般枠との併願を可能としている。
　選抜⽅法については、各々従来の選抜⽅法である、「⼤学⼊学共通テストを免除し、基礎学⼒検定・⾯接及び⾃⼰
推薦書・調査書により選抜」に加えて、⼥⼦枠志願者には⾯接時にダイバーシティに対する理解、ダイバーシティ推進に
向かう意欲や姿勢等を問う。
　社会⼈学⽣や留学⽣の選抜については、左記活動を継続していき、多様な学⽣の受⼊れを⾏っていく。

　「⼥⼦枠」については、令和7年度⼊学者選抜（令和6年度実施）から実施するため、今後は各年度における⼥
⼦枠⼊学者の選抜実施状況等を分析するとともに、本取組対象の共創情報学コースをはじめ⼤学院進学において
も⼥⼦学⽣の増加に向けた取組を実施していく必要がある。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

博⼠前期課程の学⽣は、室蘭市が開催したデジタル教育イベント「MURORAN　FES」の⼩学⽣対象プ
ログラミング体験ブースや本学ロボットアリーナのプログラミングとロボット製作を学ぶ教室（年複数回）などに
おいて、講師補助を通して地域の初等教育に貢献しており、共創情報学コースの学⽣にも参画させ、これ
らの取組を引き続き実施していく計画である。
また、本学は連携協定を結ぶ⾼校や⾃治体等と⼀体となって、Society5.0実現に向けた取組をはじめと
した従来にない教育・⼈材育成を推し進めており、本計画ではそれらを初等中等教育にも波及・推進させ
る計画である。具体には、⾼校⽣が⾃らの学び・居住の場である⾃治体の未来をデザインするというフュー
チャープロジェクトや課題解決のためのフィールドワークにおいて、共創情報学コースの学⽣と連携協定校の
⾼校⽣、更には⾃治体職員、地元住⺠も巻き込んだ環境を提供し、多様性を活かした協働を進め、この
取組に初等中等教育も含めることを計画としている。

○地域の初等教育に貢献しており、共創情報学コースの学⽣にも参画させ、これらの取組を引き続き実施していく計
画、
　主に初等中等教育を対象とした本学ロボットアリーナのプログラミングとロボット製作を学ぶ教室を11回開催した。

○連携協定を結ぶ⾼校や⾃治体等と⼀体となって、Society5.0実現に向けた取組をはじめとした従来にない教育・⼈
材育成を初等中等教育にも波及・推進させる計画
　伊達市をフィールドとして、伊達市の初等中等教育を含めた新しい学び⽅・働き⽅を実現するプラットフォームの構築を
⽬指した活動を進めている。具体的には、包括連携協定を締結している伊達市等と共同で申請した内閣府事業「戦略
的イノベーション創造プログラム（SIP）」に、本学が代表研究機関として令和5年9⽉に採択され、9⽉29⽇には伊達
市役所でキックオフ会議を開催し、2/23-25には世界的なスタートアップイベント「START UP WEEKEND]を、3⽉6⽇
〜7⽇には⽇本海⽔学会若⼿研究者会を伊達市で開催した。研究領域等は以下のとおり。
　・研究領域︓ポストコロナ時代の学び⽅・働き⽅を実現するプラットフォームの構築
　・研究課題︓Society5.0時代の農業における「新たな『学び』×働き⽅」のショーケースの提⽰と実証
　・研究開発期間（予定）︓2023〜2027年度の5年間
　また、令和5年度は、本学3件⽬となる⾼⼤連携に係る協定を伊達開来⾼校と締結し、これまでの協定締結⾼校であ
る室蘭栄⾼校、札幌⼯業⾼校とともに、⾼校・⼤学の協働による研究室体験や探求学習といった教育・⼈材育成に取
り組んだ。とりわけ、伊達開来⾼校が所在する伊達市をフィールドとした「Society5.0時代の農業における「新たな『学
び』」×働き⽅」のショーケースの提⽰と実証」※が、内閣府事業「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」に採択さ
れ、スマート農業やアントレプレナーシップ教育など、⾃治体・産業界・住⺠（⼩中⾼校⽣を含む）を巻き込んだ多様性
を活かした協働を展開した。
※代表機関︓室蘭⼯業⼤学、参画機関︓伊達市、浅井農園、愛媛⼤学

　本取組対象の共創情報学コース（令和6年4⽉設置）の学⽣にも、多様なフィールド・主体とのかかわりの中で⾼
度情報学を実践させるため、本取組で雇⽤する特任教員やコーディネーターが中⼼となって⾃治体・産業界・住⺠の
協働による⼈材育成スキームを構築していく必要がある。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

課題（理由）とその対応
本学では「情報✕専⾨」の研究を学内外の機関等と連携して展開しており、Maasや農⼯連携、あるいは
医⼯連携などデジタル技術と諸専⾨分野を掛け合わせた共同研究を地域企業、他⼤学等と実施してい
る。これらの多くの実績を活かして、⾃治体、企業等との連携した教育研究を通して⼈材の育成及び輩出
を計画するものである。
本コースでは、⾃治体や企業等からの協⼒を得た授業を実施するほか、北海道デジタル⼈材育成推進協
議会に実務家教員の派遣を依頼し、授業を実施していく計画としている。本学ではこれまでも⼤学院にお
いて地域の企業等と連携した教育をMOT教育プログラムの⼀環として⾏っており、このMOT教育プログラム
での取組を本コースの特徴的な科⽬の⼀つとして取り⼊れる計画である。さらに、本コース志願者確保の⼀
環として活⽤を予定する学⼠修⼠⼀貫教育プログラムでは、⼤学院PBL教育で既に企業と連携しており、
このような企業連携PBL教育を継続、拡⼤していく。

○⾃治体や企業等からの協⼒を得た授業の実施および北海道デジタル⼈材育成推進協議会からの実務家教員による
授業の実施を計画
　共創情報学コース教育課程におけるPBL科⽬では、⾃治体や企業等と連携・協⼒した授業を実施する。令和5年度
は令和6年度からのPBL科⽬（社会課題解決PBL）実施に向けて室蘭市、パナソニックITSおよびソフトバンクと調整を
⾏い、令和6年度のPBL科⽬へ協⼒を得られることを決定した。また、PBL科⽬への協⼒先の⼀つとして北海道デジタル
⼈材育成推進協議会があり、同協議会に実務家教員の派遣を依頼することも想定しているが、R6年度は上述の⾃治
体、企業からの協⼒が得られることが決まったため同協議会への講師依頼は⾒送った。

○MOT教育プログラム（⼤学院において地域の企業等と連携した教育）での取組を本コースの特徴的な科⽬の⼀つと
して取り⼊れる計画
　共創情報学コース教育課程において、「ＭＯＴ基礎論」では講義の前半の週は技術経営の基本的な知識について
解説し、後半の週は産業界等で活躍されている外部講師を招き、それぞれの⽴場での技術経営について事例紹介して
もらう内容を令和6年度の授業として計画した。また、「ＭＯＴセミナー」においては、北海道地域の⼯場⾒学や社⻑との
講話と討論を実施する計画とした。

○学⼠修⼠⼀貫教育プログラムにおける企業連携PBL教育の継続、拡⼤
　学⼠修⼠⼀貫教育プログラムにおいて、令和5年度は4団体と連携した企業連携PBL教育を実施し、参加者は11名
であった。このプログラムで連携した企業（4団体）と令和5年度に調整し、令和6年度からの共創情報学コースのPBL
科⽬（イノベーション分析PBL）においても連携することを決めた。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

⽂部科学⼤⾂から国際卓越研究⼤学として認定を受け、⽀援を受けている⼤学でないこと。

認定を受けておらず申請する意向もない

申請時の計画 取組実績、進捗状況



様式２－２－１

２.申請資格の確認
該当しない場合は、チェックしてください。

ⅰ） 学⽣募集停⽌中の⼤学
■ チェック

ⅱ） 学校教育法第109条の規定に基づき⽂部科学⼤⾂の認証を受けた者による直近の評価の結果、「不適合」の判定を受けている⼤学
■ チェック

ⅲ） 「私⽴⼤学等経常費補助⾦」において、定員の充⾜状況に係る基準以外の事由により、前年度に不交付⼜は減額の措置を受けた⼤学
■ チェック

ⅳ） 設置計画履⾏状況等調査において、「指摘事項（法令違反）」が付されている⼤学
■ チェック

ⅴ） ⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準（平成15年⽂部科学省告⽰第45号）第２条第１号⼜は第２号のいずれかに該当する者が設置する⼤学
■ チェック

３.申請要件の取組状況
令和6年度 の取組が当初の計画通りに進んでいる、⼜はチェック項⽬に該当する場合はチェックしてください。計画通りに進んでいない、⼜はチェック項⽬に該当しない場合は右欄に課題（理由）とその対応を記載してください。

①

■ チェック

□ チェック

②

■ チェック

③

■ チェック

④

■ チェック

⑤

■ チェック

⑥

■ チェック

⑦

■ チェック

⑧

■ チェック

⑨

■ チェック

⑩

■ チェック

⑪

■ チェック

⑫

■ チェック

⑬

■ チェック

□ チェック認定を受ける計画が進んでいる

教員の確保・配置状況等を踏まえた実現可能性の⾼い計画になっていること。

計画通りに進んでいる

⽂部科学省が実施する数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度における「応⽤基礎レベル」
について、⼤学⼜は計画の対象となる学部若しくは計画の対象となる研究科に関連する主な学部が認定
を受けている、⼜は認定を受ける計画があること。なお、学部を置かない⼤学で、本認定制度の対象に該
当しないものについては、本要件は適⽤されない。

認定を受けている、⼜は対象に該当しない

計画の対象となる研究科等の設置等において、⼤学院修⼠課程（博⼠前期課程を含む。）15名以上
⼜は⼤学院博⼠課程（博⼠後期課程を含む。）５名以上の⼊学定員の増員を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

国⽴⼤学について、⼤学全体の収容定員の増員を伴う学部定員の増員を⾏う場合は、国⽴⼤学法⼈の
第５期中期⽬標期間終了時までに他学部・他学科を中⼼に同規模の定員減を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる、⼜は対象に該当しない

教育の実績を有する既設の情報系分野に係る研究科、専攻（授与する学位が、学位種類分野変更基
準に定める理学関係、⼯学関係⼜は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有す
る⼤学において、⾼度情報専⾨⼈材を育成する計画であること。（⼤学（特例枠）については、既設の
情報系分野に係る学部、学科（授与する学位が、学位種類分野変更基準に定める理学関係、⼯学関
係⼜は農学関係のいずれかを学位の分野として含むものに限る。）を有する⼤学とする。）

既設の情報系分野に係る研究科等を有する

機構による事業計画の選定があった⽇から２年を経過する⽇を含む年度の末⽇までに、計画の対象となる
研究科等の設置等を⾏う計画であること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうち情報系分野に係る研究科、専攻、コース等の設置・増員（研究科、専攻の定員の
増員を伴わないものを含む。）、専攻に係る課程の変更（研究科、専攻、コース等の設置・増員及び専
攻に係る課程の変更に伴う学部、学科、コース等の設置・増員（学部、学科の定員の増員を伴わないも
のを含む。）を含む。）（以下「研究科等の設置等」という。）による体制強化の計画であること。なお、
コース等の設置・増員による体制強化の場合は、学則において、コース等の募集⼈員数を明記する計画で
あること。

計画通りに進んでいる

社会において具体的な⼈材ニーズが現に存在する、⼜は、その⼗分な⾒通しのある分野に係る研究科等
の設置等の取組であること。

計画通りに進んでいる

特定成⻑分野のうちデジタル分野の⼈材を育成するための戦略、適切な管理・教育体制や教育研究環
境の整備を図る計画となっていること。

計画通りに進んでいる

計画の対象となる研究科・専攻等において、実務経験のある教員等による授業科⽬を配置する計画と
なっていること。

計画通りに進んでいる

対象に該当しない

志願者数の状況や⼊学定員及び収容定員充⾜率等を踏まえた⼗分な学⽣確保の⾒通しを備えた計画
となっていること。

計画通りに進んでいる

産業界を含む社会のニーズ等を踏まえ、学修⽬標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成及び⼤学
での学修に必要な資質・能⼒等を評価する⼊学者選抜が適切に実施され、そのための体制を構築する計
画となっていること。（その際、国際的な質保証の枠組みを活⽤するなど出⼝における質保証にも⼗分留
意することが重要。）

計画通りに進んでいる

該当無し

該当無し

該当無し

⾼等教育の修学⽀援新制度において、⼤学等における修学の⽀援に関する法律（令和元年法律第８
号）に基づき、財務状況や収容定員充⾜率が適正であることを含めた要件を満たすことの確認を受けた
⼤学であること。なお、学部を置かない⼤学や新設予定の⼤学で、応募時点において、⾼等教育の修学
⽀援新制度における要件確認の対象に該当しないものは、本要件は適⽤されない。

確認を受けている

該当無し

フォローアップ対象年度 令和6年度 ⼤学名 室蘭⼯業⼤学

該当無し



フォローアップ対象年度 令和6年度 ⼤学名 室蘭⼯業⼤学

⑭

■ チェック

４.審査要項における確認項⽬の計画及び取組状況
令和6年度  の取組実績及び申請時の計画を記載してください。取組実績は会社名や⼤学名、定量的なデータ等を⽰し具体的に記載してください。検討中であっても状況を記載してください。
計画の進捗の遅れや実施困難な事項がある場合には、課題（理由）とその対応を記載してください。計画通りに実施できており、その他課題がない場合に限り記載は不要です。

① 地域において⾃治体や企業等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

② 初等中等教育段階の学校との連携に関する取組を⾏う計画となっているか。

③ ⼥⼦学⽣、社会⼈学⽣、留学⽣等の確保に向けた特⾊ある取組を⾏う計画となっているか。

④ 他の⼤学（外国⼤学を含む。）・⾼等専⾨学校等と連携した取組を⾏う計画となっているか。

北海道・東北エリアの連携⼤学（公⽴はこだて未来⼤学・岩⼿県⽴⼤学・会津⼤学）とグループを組
み、成⻑分野を⽀える情報技術⼈材の育成拠点の形成としてenPiT教育を実施している。また、札幌医
科⼤学と医⼯デジタル連携を研究レベルで⾏っており、今後、⼤学院博⼠前期課程の教育に落とし込んで
いく計画としている。
このほか、本学はCOC+事業を主幹校として実施し、補助⾦終了後も地域PBL交流発表会などの他⼤
学や⾼専等との連携した⼈材育成を⾏っている。本事業においても、地域PBL交流発表会等に共創情報
学コースの学⽣も参加できるようにすることで⼈材育成を図るとともに、数理データサイエンス教育の実施に
より、他⼤学・⾼専にも横展開し、北海道地域における⾼度情報⼈材の育成及び輩出に本学が重要な
⼀翼を担う計画となっている。
また、本学は電気通信⼤学及び秋⽥県⽴⼤学とスーパー連携⼤学コンソーシアムの枠組みの中で⼤学院
⽣向けに3⼤学連携PBL科⽬を令和5年度から実施する予定であり、令和6年度から共創情報学コース
のカリキュラムに組み込む計画となっている。

○札幌医科⼤学と医⼯デジタル連携を研究レベルで⾏っており、今後、⼤学院博⼠前期課程の教育に落とし込んでい
く計画
　令和6年度は令和5年度と同様に、札幌医科⼤学と医⼯連携セミナーおよびランチタイムセミナーを開催し、研究レベ
ルでの連携を継続した。ラインタイムセミナーでは、計4回の学⽣セッションを実施し、毎回3名の学⽣が参加した。

○地域PBL交流発表会等に共創情報学コースの学⽣も参加できるようにすることで⼈材育成を図るとともに、数理デー
タサイエンス教育の実施により、他⼤学・⾼専にも横展開し、北海道地域における⾼度情報⼈材の育成及び輩出に本
学が重要な⼀翼を担う計画
　令和5年度に、令和6年度のPBL交流発表会において共創情報学コースのPBL受講学⽣も発表する計画とした。
　令和6年度に数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度の応⽤基礎レベルの申請を⾏い、認定を受けた。そ
の他、北海道⼤学を拠点とする、数理・データサイエンス・ＡＩ教育強化拠点コンソーシアム　北海道ブロックに参画し、
引き続き他⼤学との連携を図っている。

○電気通信⼤学及び秋⽥県⽴⼤学とスーパー連携⼤学コンソーシアムの枠組みの中で⼤学院⽣向けに3⼤学連携
PBL科⽬を令和5年度から実施し、令和6年度からは共創情報学コースのカリキュラムに組み込む計画
　令和5年度に3⼤学連携PBL科⽬を実施する体制を整え、令和6年度から共創情報学コースのカリキュラムに科⽬名
「連携⼤学院PBL」として組み込んだ。令和6年度は2名の学⽣が受講した。令和7年度も引き続き実施する予定であ
る。

　数理データサイエンス教育に関しては、リテラシーレベル認定に続き、令和6年度に応⽤基礎レベルの申請を⾏い、
認定を受けた。ただし、令和7年度は、令和6年度の学部教育カリキュラムの⼀部改訂を、応⽤基礎レベルの認定内
容に反映させる必要があり、所要の申請を⾏う予定である。また、より多くの学⽣に応⽤基礎レベルの履修を促すた
め、科⽬構成の整理・再構築についても検討を進める。
　他⼤学や⾼専との展開・連携に関しては、すでに道内⾼専では独⾃に数理データサイエンス教育を実施しており、
多くの他⼤学においてもリテラシーレベルおよび応⽤基礎レベルの取組が進んでいる。北海道地域における⾼度情報
⼈材の育成・輩出については、少なくともリテラシーレベルの教育に関しては、すでに多くの機関で⼀定の実現が図られ
ており、本学が主導的な役割を担う以前に、⼀定の環境が整備されている状況である。こうした状況を踏まえ、他⼤
学・⾼専への展開については、令和7年度も引き続き検討することとした。

⼥⼦学⽣のキャリア形成のためのランチタイムセミナーの実施、⼥性研究者や⼥⼦学⽣・卒業⽣の協⼒を
得た広告の充実等を着実に進めた結果、令和5年度には理⼯学部定員560名に対し、開学以来初めて
100名を越える⼥⼦の⼊学者を確保した。システム理化学科45名の⼥⼦学⽣の⼊学者のうち27⼈が情
報系コースの選択を希望している。⼥⼦学⽣の確保は⼥性の⾼度情報専⾨技術者の輩出に直接的につ
ながるものであり、さらに⼥⼦学⽣確保に向けた取組を推進する。社会⼈学⽣については、企業の推薦す
る⼈を対象とした「企業推薦型選抜」を実施し、本学の特⾊である夜間主コースに意欲ある学⽣を受⼊れ
ている。留学⽣についても、国費外国⼈留学⽣の優先配置を⾏う特別プログラムの利⽤や外国政府から
の奨学⾦を受けた学⽣を受⼊れる選抜、留学⽣向け動画コンテンツ作成などを実施し、意欲ある優秀な
学⽣を受⼊れている。
本取組においても上記活動を継続・拡充するとともに、多様な学⽣の受⼊れにも対応できるよう、新規に
雇⽤するコーディネーターが中⼼となって、多様性のある学⽣に対して、それぞれに応じた情報教育を提供
できるカスタムメイド型の教育体制を構築する計画としている。

○⼥⼦学⽣確保に向けた取組の推進
　令和7年度⼊学者選抜（令和6年度実施）から、総合型選抜（昼間コース）ⅠとⅡにおいて、⼥⼦を対象とする
「⼥⼦枠」を実施した。募集⼈数は、総合型選抜Ⅰが10名（創造⼯学科︓6名、システム理化学科︓4名）、総合
型選抜Ⅱが5名（創造⼯学科︓3名、システム理化学科︓2名）の合計15名である。男⼦⽣徒が志願できる枠を、
「⼀般枠」とし、⼥⼦⽣徒は希望により⼀般枠との併願を可能としている。
　選抜⽅法については、各々従来の選抜⽅法である、「⼤学⼊学共通テストを免除し、基礎学⼒検定・⾯接及び⾃⼰
推薦書・調査書により選抜」に加えて、⼥⼦枠志願者には⾯接時にダイバーシティに対する理解、ダイバーシティ推進に
向かう意欲や姿勢等を問うた。
　その結果、令和6年度に13.9％であった学部⼊学者の⼥⼦率（私費外国⼈留学⽣を除く）は、令和7年度におい
ては15.2％に上昇した。特に総合型選抜ⅠとⅡにおける⼥⼦の⼊学者率の上昇は著しく、総合型選抜Ⅰは令和6年
度14.6％から令和7年度24.8％に上昇、総合型選抜Ⅱは令和6年度5.6％から令和7年度18.8％に上昇しており、
⼥⼦枠創設の効果が伺えた。

　社会⼈学⽣や留学⽣の選抜については、左記活動を継続していき、多様な学⽣の受⼊れを⾏っていく。

　「⼥⼦枠」については、令和7年度⼊学者選抜（令和6年度実施）に実施した。今後は各年度における⼥⼦枠
⼊学者の選抜実施状況等を分析するとともに、本取組対象の共創情報学コースをはじめ⼤学院進学においても⼥
⼦学⽣の増加に向けた取組を実施していく必要がある。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

博⼠前期課程の学⽣は、室蘭市が開催したデジタル教育イベント「MURORAN　FES」の⼩学⽣対象プ
ログラミング体験ブースや本学ロボットアリーナのプログラミングとロボット製作を学ぶ教室（年複数回）などに
おいて、講師補助を通して地域の初等教育に貢献しており、共創情報学コースの学⽣にも参画させ、これ
らの取組を引き続き実施していく計画である。
また、本学は連携協定を結ぶ⾼校や⾃治体等と⼀体となって、Society5.0実現に向けた取組をはじめと
した従来にない教育・⼈材育成を推し進めており、本計画ではそれらを初等中等教育にも波及・推進させ
る計画である。具体には、⾼校⽣が⾃らの学び・居住の場である⾃治体の未来をデザインするというフュー
チャープロジェクトや課題解決のためのフィールドワークにおいて、共創情報学コースの学⽣と連携協定校の
⾼校⽣、更には⾃治体職員、地元住⺠も巻き込んだ環境を提供し、多様性を活かした協働を進め、この
取組に初等中等教育も含めることを計画としている。

○地域の初等教育に貢献しており、共創情報学コースの学⽣にも参画させ、これらの取組を引き続き実施していく計
画、
　主に初等中等教育を対象とした本学ロボットアリーナのプログラミングとロボット製作を学ぶ教室を17回開催した。

○連携協定を結ぶ⾼校や⾃治体等と⼀体となって、Society5.0実現に向けた取組をはじめとした従来にない教育・⼈
材育成を初等中等教育にも波及・推進させる計画
　令和5年に採択された内閣府事業「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」において、令和6年度は「未来への
共創プロジェクト・学⽣アントレキャンプIn伊達2024」（令和6年8⽉29⽇、30⽇、9⽉4⽇、5⽇、6⽇）を開催した。
本学共創情報学コースの学⽣を含めた16名の学⽣が参加し、北海道伊達市をフィールドに社会に出て役に⽴つ企画
⽴案⼒を学んだ。
　　昨年度に引き続き、⾼⼤連携協定を結んでいる室蘭栄⾼校、札幌⼯業⾼校、伊達開来⾼校と⾼校・⼤学の協働
による研究室体験や探究学習の⽀援といった教育・⼈材育成に取り組んだ。
　また、昨年度に内閣府事業「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）」に採択された「Society5.0時代の農業に
おける「新たな『学び』」×働き⽅」のショーケースの提⽰と実証」※のもと、伊達市をフィールドとした新たな学び⽅・働き⽅
の実現に向けた活動を推進し、スマート農業やアントレプレナーシップ教育など、⾃治体・産業界・住⺠（⼩中⾼校⽣を
含む）を巻き込んだ多様性を活かした協働が展開されており、⾼⼤連携、とりわけ伊達開来⾼校との⾼⼤連携にも⼤き
な影響を与えている。
　※・代表機関︓室蘭⼯業⼤学、参画機関︓伊達市、浅井農園、愛媛⼤学
　　 ・研究領域︓ポストコロナ時代の学び⽅・働き⽅を実現するプラットフォームの構築
　　 ・研究開発期間（予定）︓2023〜2027年度の5年間

　本取組対象の共創情報学コースの学⽣にも、多様なフィールド・主体とのかかわりの中で⾼度情報学を実践させる
ため、本取組で雇⽤する特任教員やコーディネーターが中⼼となって⾃治体・産業界・住⺠の協働による⼈材育成ス
キームを構築していく。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

課題（理由）とその対応
本学では「情報✕専⾨」の研究を学内外の機関等と連携して展開しており、Maasや農⼯連携、あるいは
医⼯連携などデジタル技術と諸専⾨分野を掛け合わせた共同研究を地域企業、他⼤学等と実施してい
る。これらの多くの実績を活かして、⾃治体、企業等との連携した教育研究を通して⼈材の育成及び輩出
を計画するものである。
本コースでは、⾃治体や企業等からの協⼒を得た授業を実施するほか、北海道デジタル⼈材育成推進協
議会に実務家教員の派遣を依頼し、授業を実施していく計画としている。本学ではこれまでも⼤学院にお
いて地域の企業等と連携した教育をMOT教育プログラムの⼀環として⾏っており、このMOT教育プログラム
での取組を本コースの特徴的な科⽬の⼀つとして取り⼊れる計画である。さらに、本コース志願者確保の⼀
環として活⽤を予定する学⼠修⼠⼀貫教育プログラムでは、⼤学院PBL教育で既に企業と連携しており、
このような企業連携PBL教育を継続、拡⼤していく。

○⾃治体や企業等からの協⼒を得た授業の実施および北海道デジタル⼈材育成推進協議会からの実務家教員による
授業の実施を計画
　共創情報学コース教育課程におけるPBL科⽬では、⾃治体や企業等と連携・協⼒した授業を実施する。令和6年度
に実施したPBL科⽬は、社会課題解決PBL、イノベーション分析PBL、連携⼤学院PBLの3科⽬である。
　社会課題解決PBLでは、室蘭市および伊達市、パナソニックITS株式会社、ソフトバンク株式会社と連携し、学⽣が
地域の社会課題に対する解決策を検討・提案する取り組みを実施した。履修者は3名であった。
　イノベーション分析PBLでは、地元企業であるTEC株式会社と連携し、⾼精度3Dスキャナーを活⽤して室蘭市の⽂化
財を3D点群データ化（デジタルアーカイブ化）するプロジェクトに取り組んだ。履修者は6名であった。
　連携⼤学院PBLについては、スーパー連携⼤学院コンソーシアムの枠組みを活⽤し、電気通信⼤学および秋⽥県⽴
⼤学との連携のもとで実施した。履修者は2名であった。
　なお、PBL科⽬の協⼒先の⼀つとして北海道デジタル⼈材育成推進協議会があり、同協議会への実務家教員の派
遣依頼も検討していたが、令和6年度はすでに⾃治体や企業からの協⼒が得られていたため、依頼は⾒送った。令和7
年度も同様の実施体制を予定しており、同協議会への講師依頼は引き続き⾒送る⽅針である。

○MOT教育プログラム（⼤学院において地域の企業等と連携した教育）での取組を本コースの特徴的な科⽬の⼀つと
して取り⼊れる計画
　「ＭＯＴ基礎論」では講義の前半の週は技術経営の基本的な知識について解説し、後半の週は産業界等で活躍さ
れている外部講師を招き、それぞれの⽴場での技術経営について事例紹介してもらう内容を令和6年度の授業として実
施し、105⼈の学⽣が履修した。また、「ＭＯＴセミナー」においては、北海道地域の⼯場⾒学や社⻑との講話と討論を
実施し、61⼈の学⽣が履修した。令和7年度においても、引き続き「MOT基礎論」及び「MOTセミナー」を開講する。

○学⼠修⼠⼀貫教育プログラムにおける企業連携PBL教育の継続、拡⼤
　学⼠修⼠⼀貫教育プログラムにおいて、令和6年度は4団体と連携した企業連携PBL教育を実施し、参加者は11名
であった。このプログラムで連携した企業（4団体）と、令和6年度からの共創情報学コースのPBL科⽬においても連携
することを決め、共創情報学コースの2名の学⽣が単位を修得した。令和7年度においても、引き続き企業連携PBL教
育を実施する予定である。

　⾃治体や企業、他⼤学との連携による3つのPBL科⽬（社会課題解決PBL、イノベーション分析PBL、連携⼤学
院PBL）の令和6年度の履修者数は計11名にとどまり、⼗分に多いとは⾔えない。この要因として、各PBL科⽬が
学⽣にとって内容が充実している反⾯、負担が⼤きいことに加え、実施初年度であったために履修経験のある先輩学
⽣がおらず、ガイダンスを実施したもののPBLの意義が学⽣に⼗分に伝わらなかったことが考えられる。
　令和7年度も令和6年度と同様の実施形態を継続する予定であるため、⼤幅な履修者増は⾒込みにくい。しかし
ながら、令和6年度の履修者による体験談の紹介をガイダンスに組み込むほか、掲⽰物やチラシなどを活⽤した周知
の強化を図り、履修者数の増加に努める。また、令和7年度中には、令和8年度以降の実施形態の改善に向けた
検討も開始する予定である。

申請時の計画 取組実績、進捗状況 課題（理由）とその対応

⽂部科学⼤⾂から国際卓越研究⼤学として認定を受け、⽀援を受けている⼤学でないこと。

認定を受けておらず申請する意向もない

申請時の計画 取組実績、進捗状況



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

１.本事業対象となる情報系組織の状況

改組内容

１ー２.修⼠課程

＜合計＞
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 67 82 82 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数 ⼈ 66 109 78 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 6 8 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 7 5 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数 ⼈ 4 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 1 2 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 4 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 67 82 82 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

   ⼊学者数(B) ⼈ 70 113 78 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 7 10 4 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      留学⽣数 ⼈ 11 9 4 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.04 1.38 0.95 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 134 149 164 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   在籍者数(D) ⼈ 158 189 197 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.18 1.27 1.20 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 ⼈ 78 67 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 ⼈ 66 58 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      進学者数 ⼈ 6 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      その他 ⼈ 6 6 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      進路不明 ⼈ 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ 18 22 27 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   授業科⽬の単位数 単位 37 55 76 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠） 本事業対象となる研究科等の個数 1

１.本事業対象となる情報系組織の状況
１ー２.修⼠課程
＜内訳＞

(1) 改組組織名

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

改組状況 選定 増員 　
⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 67 82 82

   ⼊学者数 ⼈ 66 109 78

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 6 8 4

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0

      留学⽣数 ⼈ 7 5 4

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ 0 0 0

   ⼊学者数 ⼈ 4 4

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 1 2

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0

      留学⽣数 ⼈ 4 4

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 67 82 82 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ 70 113 78 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 7 10 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 11 9 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.04 1.38 0.95 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 134 149 164

   在籍者数(D) ⼈ 158 189 197

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.18 1.27 1.20 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 ⼈ 78 67 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 ⼈ 66 58

      進学者数 ⼈ 6 3

      その他 ⼈ 6 6

      進路不明 ⼈ 0 0

  教員の状況   実務経験のある教員の
参画    教員数 ⼈ 18 22 27

   授業科⽬の単位数 単位 37 55 76

改組内容

⼯学研究科情報電⼦⼯学系専攻



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

２.情報系組織の状況

２ー１.博⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

　 　
⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 15 15 15

   ⼊学者数 ⼈ 9 8 11

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 3 3 3

      社会⼈学⽣数 ⼈ 3 1 4

      留学⽣数 ⼈ 3 2 3

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ 0 0 0

   ⼊学者数 ⼈ 15 13

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 5 1

      社会⼈学⽣数 ⼈ 3 2

      留学⽣数 ⼈ 12 11

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 15 15 15 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ 24 21 11 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 8 4 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 6 3 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 15 13 3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.60 1.40 0.73 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 45 45 45

   在籍者数(D) ⼈ 70 74 78

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.56 1.64 1.73 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 ⼈ 17 18 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 ⼈ 14 11

      進学者数 ⼈ 0 0

      その他 ⼈ 3 7

      進路不明 ⼈ 0 0

  ⼤学院博⼠課程    満期退学者数 ⼈ 0 0

   学位取得者数 ⼈ 17 18

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ 13 15 14

   授業科⽬の単位数 単位 9 11 10

改組内容



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

２.情報系組織の状況

改組内容

２ー２.修⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

　
⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 67 82 82

   ⼊学者数 ⼈ 66 109 78

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 6 8 4

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0

      留学⽣数 ⼈ 7 5 4

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ 0 0 0

   ⼊学者数 ⼈ 4 4

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 1 2

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0

      留学⽣数 ⼈ 4 4

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 67 82 82 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ 70 113 78 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 7 10 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 11 9 4 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.04 1.38 0.95 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 134 149 164

   在籍者数(D) ⼈ 158 189 197

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.18 1.27 1.20 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 ⼈ 78 67 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 ⼈ 66 58

      進学者数 ⼈ 6 3

      その他 ⼈ 6 6

      進路不明 ⼈ 0 0

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ 18 22 27

   授業科⽬の単位数 単位 37 55 76



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

２.情報系組織の状況

改組内容

２ー３.学⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

選定 　 　
⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 235 235 235

   ⼊学者数 ⼈ 243 251 252

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 45 34 48

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0

      留学⽣数 ⼈ 6 8 12

  その他の学期    ⼊学定員 ⼈ *** *** ***

   ⼊学者数 ⼈ *** *** ***

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ *** *** ***

      社会⼈学⽣数 ⼈ *** *** ***

      留学⽣数 ⼈ *** *** ***

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 235 235 235 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学者数(B) ⼈ 243 251 252 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      ⼥⼦学⽣数 ⼈ 45 34 48 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      社会⼈学⽣数 ⼈ 0 0 0 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

      留学⽣数 ⼈ 6 8 12 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.03 1.07 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 970 970 970

      編⼊学定員 ⼈ 15 15 15

   在籍者数(D) ⼈ 1,045 1,041 1,060

      編⼊学者数 ⼈ 15 21 44

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.08 1.07 1.09 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  卒業後の状況   卒業者数等    卒業者数 ⼈ 238 217 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

      就職者数 ⼈ 146 107

      進学者数 ⼈ 81 100

      その他 ⼈ 11 10

      進路不明 ⼈ 0 0

  教員の状況   実務経験のある教員
の参画    教員数 ⼈ 18 12 9

   授業科⽬の単位数 単位 61 75 73



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

２.情報系組織の状況

改組内容

３.⼤学全体の状況

３ー１.博⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 15 15 15

  ⼊学者数 ⼈ 9 8 11

  その他の学期   ⼊学定員 ⼈ 0 0 0

  ⼊学者数 ⼈ 15 13

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 15 15 15 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  ⼊学者数(B) ⼈ 24 21 11 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.60 1.40 0.73 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 45 45 45

  在籍者数(D) ⼈ 70 74 78

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.56 1.64 1.73 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

３ー２.修⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 224 239 239

  ⼊学者数 ⼈ 239 236 224

  その他の学期   ⼊学定員 ⼈ 0 0 0

  ⼊学者数 ⼈ 6 8

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 224 239 239 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  ⼊学者数(B) ⼈ 245 244 224 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.09 1.02 0.94 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 448 463 478

  在籍者数(D) ⼈ 514 505 480

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.15 1.09 1.00 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***



⼤学名 室蘭⼯業⼤学 研究科等の設置・増員（⼀般枠）

２.情報系組織の状況

改組内容

３ー３.学⼠課程
年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

⼤区分 ⼩区分 項⽬ 単位

  学⽣の⼊学・在籍状況   春季⼊学    ⼊学定員 ⼈ 600 600 600

  ⼊学者数 ⼈ 636 658 642

  その他の学期   ⼊学定員 ⼈ *** *** ***

  ⼊学者数 ⼈ *** *** ***

  ⼊学者合計    ⼊学定員(A) ⼈ 600 600 600 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

  ⼊学者数(B) ⼈ 636 658 642 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

   ⼊学定員充⾜率（B/A） 倍 1.06 1.10 1.07 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

  収容定員等    収容定員(C) ⼈ 2,480 2,480 2,480

      編⼊学定員 ⼈ 40 40 40

  在籍者数(D) ⼈ 2,693 2,713 2,753

      編⼊学者数 ⼈ 106 109 102

   収容定員充⾜率（D/C） 倍 1.09 1.09 1.11 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

４.外部資⾦の状況（全学）

年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度

項⽬ 単位

外部資⾦獲得額 千円 628,891 1,112,250

特記事項

各課程における各年度の「その他の学期」の⼊学定員0⼈とは、若⼲名を意味している。
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